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Research Abstract ⼗⼆指腸⾷道逆流による逆流性⾷道炎-Barrett⾷道-⾷道腺癌の発⽣とcyclooxygenase 2 (COX2)の発現との関係を調べるとともに、選択的COX2阻害薬による
Barrett⾷道、⾷道腺癌のchemopreventionの可能性を調べる⽬的で、7週齢のF334雄性ラットを⽤いて以下のモデルを作成した。選択的COX2阻害薬としては
celecoxibを使⽤した。 
Group I ⼗⼆指腸⾷道逆流群(Duodenoesophageal reflux, DGR群) 
ラット80頭を⽤いて、⼗⼆指腸⾷道逆流モデルを作成した。すなわち、胃全摘術後、⼗⼆指腸断端を閉鎖し、空腸を挙上しTreitz靱帯より4cm肛⾨側部位で、
端側で⾷道空腸吻合を⾏った。 
Group II ⼗⼆指腸⾷道逆流+celecoxib投与群(Duodenoesophageal reflux with celecoxib, DGR+CLX群) 
ラット80頭を⽤いてGroup Iと全く同じモデルを作成し、術後1週⽬からcelecoxibを500ppmの濃度で経⼝投与を開始した。 
Group III、Control群 
⼿術を⾏わずcelecoxibも投与しない群で10頭とした。 
⼿術10,20,30,40週間後に犠牲死させて、Barrett⾷道・⾷道腺癌の発⽣率を⽐較するとともに、COX2 mRNA発現、PGE2産⽣量などを検討した。その結果、
DGR群ではBarrett⾷道と⾷道腺癌の頻度は継時的に⾼くなり、40週⽬には89%,47%と⾼率に認められたのに対して、DGR+CLX群ではともに0%と有意に低
率であった。COX2 mRNAの発現はDGR群では10週及び20週の時点でcontrol群に⽐較して有意に上昇しており、DGR+CLX群でも同様であった。しかしPGE2
はDGR群では10週の時点でcontrol群に⽐較して有意に上昇しているものの、DGR+CLX群では有意に低下しておりcelecoxibの効果が⽰唆された。
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